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ている．米国の DuPont 社は，2007 年にナノサイズ
の二酸化チタンの一種であり，光安定剤としての用
途を想定している“DuPont™ Light Stabilizer 210”と
いう製品について，その商品化と同時にリスク評価
































































































































ら，このような階層的アプローチによる in vitro 試験
を用いたスクリーニング評価は決して効果的である
とは言えない．実際に，シリカや酸化亜鉛などのナ


































図 3. 有害性評価の研究手法‐二軸アプローチ‐ 
よって，in vitro でのスクリーニング試験の結果を待
つことなく in vivo 試験に着手することができ，さら
に効率的に広範のナノ材料についての有害性の全体
像を把握することができると考えている．具体的に



















定する．ただし in vivo 試験では，一つの物質の有害
性を評価するのに莫大な費用と時間がかかるため，
広範囲のナノ材料に試験を拡張することはできない．












































































































































































ては in vitro 試験と in vivo 試験の両方を実施するが，
C70については in vitro 試験のみを行い，その有害性
は，前述した二軸アプローチに基づき，C60の in vivo























トは，2006 年から公開を始めているが，2008 年 9
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